
582015 AUGUST つたえたいココロを「カタチ」に「感動」に

【月刊】高桑販促
アイディア通信8月号

2015年 7月27日発行

高桑美術印刷株式会社営業統括部 TEL（076）277-8660／FAX（076）277-3466

アイディア通信の更新をメルマガでお知らせしています。購読のご希望や
その他のお問い合わせは弊社担当営業または下記連絡先までお気軽にどうぞ！
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「高桑販促アイディア通信」をWebでご覧いただけます！
2015年8月OPEN!!

様々な事象から流行のグッズまで、時代の動向をデータから読み解く!
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市場トレンド情報
　旅行の楽しみの一つ、「ご当地グルメ」。最近では、酒
蔵やワイナリーをめぐったり、農家レストランでの食事
を目的にふらりと旅行に行ったりと、食そのものを目的
とした旅行スタイルが人気です。
　さて今回は、「旅×ご当地グルメ」をキーワードに、
新幹線開業で賑わう北陸三県のご当地グルメランキ
ングをご紹介します。楽天リサーチ株式会社が調査し
た「北陸新幹線開業に関する調査」によると、北陸各県
を代表するもので、食べてみたいもしくは飲んでみた
いものの上位３位を海産物が占め、北陸＝美味しい

海の幸というイメージが強いのが分かります。さらに
注目したいのは、「ブラックラーメン」「金沢カレー」
「ソースカツ丼」など、B級グルメが10位以内にランクイ
ンしていること。テレビ番組や個人のブログの影響で、
今まで地元住民にとっては当たり前だった安くて美味
しいご当地メニューが注目を集めています。
　特産品でも、Ｂ級グルメでも、人気商品に共通する
のは「限定感」と「物語」。そこに行かないと食べられな
い、今しか味わえないという限定感と、その美味しさを
裏付ける特別なストーリー。その相乗効果が旅行者の
「食べたい！」という欲求を駆り立てるのです。
　このように旅と密接に関わるご当地商品。最近では、
デザインを通じて地域の魅力を再発見するリニューアル
やブランディングが全国各地で行われ、今まで地元で
しか知られていなかったローカルな商品が、全国的な
人気商品に生まれ変わる事例も少なくありません。
　貴社でも観光客の関心が高い地産品を活かして、新
商品を企画してみてはいかがでしょうか。ブランディン
グからパッケージデザインまでトータルにお手伝いさ
せていただきます。どうぞお気軽にご相談ください。
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石川県 福井県

出典「楽天リサーチ株式会社『北陸新幹線開業に関する調査』2015」

北陸各県を代表するもので
食べてみたい／飲んでみたいと思うものは何か（上位10位まで）

酒質や味については、学生が学生にアンケートをとっ
て決めるなど、飲み手のニーズをとらえた商品づくり
を行いました。
　学生によるメディアリリースの効果も大きく、多数の
メディアで取り上げていただき、初年度の売れ行きは
上々。生産予定本数を全て売り切る結果となりました。
弊社は本プロジェクトのファシリテーターとしてコンテ
ンツの制作や印刷、企画のサポート、県の予算獲得の
お手伝いなどをさせていただきました。
　日本酒を通して、お酒だけではなく、その土地に根
付く文化や土地そのものに目を向けて、愛着と誇りを
持ってもらおうとした今回の取り組み。地域のために
地域の人が動く、地域活性の姿が感じられる事例です。
　

全国に広がる弊社営業ネットワークを活かして、日本各地の商品をご紹介 !

ご当地商品情報
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　今回は、学生が米づくりから関
わる日本酒の商品開発 N-project
をご紹介します。「若者が能登も
農業も日本酒も盛り上げる！」を
テーマに学生と数馬酒造株式会
社様、株式会社ゆめうらら様、
KAKUMA NO HIROBA様、弊社が
タッグを組み日本酒造りを行いま
した。Nは「能登」「農業」「日本酒」
を意味しています。学生たちが田
植えから稲刈り、お酒の仕込み、
商品開発、パッケージデザインな
ど日本酒造りにおけるほとんどの
過程に関わり、完成したのが「純
米生酒Chikuha N」。ふんわり甘く
てフレッシュな味わいのこのお酒。


